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例　　言
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第１章　遺跡の位置と環境

１. 地理的環境
　中津市は大分県の最北部に位置する。人口約 8万 5千人、面積約 490k㎡を誇る。北は周防灘に面

し、西は福岡県、東は宇佐市、南は玖珠町・日田市と境を接する。英彦山に源を発する一級河川山国

川が市内を南から北へ貫流し流域一帯を潤す。上中流域は山々に囲まれた地形で、山国川やその支流

により開析された河岸段丘上に集落は営まれる。頼山陽により絶景と称された奇岩・奇勝の多くは名

勝耶馬渓として国の指定を受ける。下流域は沖積作用による県北最大の平野「沖代平野」と洪積台地「下

毛原台地」が広がる。

２．歴史的環境
旧石器時代　市内の遺跡を概観すると旧石器時代の石器は才木遺跡（35）や法垣遺跡（19）で発見さ

れている。

縄文時代　上畑成遺跡（47）で早期の無文土器が検出された。早期末から前期は黒水遺跡（18）で陥

し穴が発見された。遺跡数は縄文後期から増大し、植野貝塚やボウガキ遺跡（21）、女体像と見られる

土偶が出土した高畑遺跡がある。法垣遺跡は複数の掘立柱建物が検出され注目されている。

弥生時代　前期後葉から中期初頭の上ノ原平原遺跡（13）で貯蔵穴群が確認された。続く中期では二

列埋葬の土壙墓・住居跡・溝が福島遺跡（25）で確認され、前期末から後期初頭の集落全域が森山遺

跡（28）で検出された。

古墳時代・古代　亀山（亀塚）古墳（58）が挙げられるが、調査せず破壊されたため詳細は不明である。

その他の墳墓の多くは下毛原台地の南西に造営される。5世紀中ごろには山国川に面する勘助野地遺跡

（12）で方形周溝墓が造営され、5世紀後半から 7世紀前半にかけては上ノ原横穴墓群（11）が展開する。

古墳時代後期には三保地域に岩井崎横穴墓群（29）、城山古墳群（34）、城山横穴墓群（33）などが見

られる。また、7世紀から 9世紀にかけて相原山首遺跡（7）で方墳が造られる。古墳時代後期の集落

は諸田遺跡（49）や定留遺跡（51）でまとまって発見されている。古代には 7世紀末に白鳳系の相原

廃寺（5）が建立される。また、遅くとも 8世紀初頭には沖代平野に条里制（4）が施行されたと考えられ、

条里の南限は「勅使街道」と呼ばれる古代官道が走る。8世紀後半には官道南側に下毛郡衙正倉に推定

される長者屋敷官衙遺跡（20）が確認された。須恵器や瓦を製作した生産遺跡は、草場窯跡（37）、踊ヶ

迫窯跡（38）、洞ノ上窯跡などがある。集落遺跡としては 10世紀代の緑釉陶器や墨書土器が出土した

三口遺跡がある。

中世　長久寺の田丸城跡（24）など中世城館が市内各地に築かれる。16世紀末は黒田氏の入封によっ

て中津城（1）が築城される。近年の調査によって、中津城は石垣に高度な構築技法が採用された現存

する九州最古の近世城郭であることが判明した。

近世　関ヶ原の合戦後、黒田氏に替わって細川氏が入部し、城・城下町は整備・拡張される。城下の

造営は小笠原氏が入部する 1632（寛永 9）年に完成を見る（2）。1717（享保 2）年に奥平氏が入部し、

1871（明治 4）年の廃藩置県まで城下は奥平氏が統治した。
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第１図　中津市内主要遺跡分布図（Ｓ＝1/50,000）
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第２章　市内遺跡試掘確認調査

１．今年度の調査概要
　平成 29年度 1月末時点の市内における埋蔵文化財包蔵の照会件数は 919 件を数える。前年度より

62件増加している。文化財保護法 93条・94条第 1項の届出・通知は 189 件提出されており、これ

は前年度から約 1.5 倍増加した。これに伴い調査件数も増加し、33箇所（前年度比プラス 5件）の調

査を行っている。

　照会対象となる遺跡で最も件数が多いのは沖代地区条里跡で、個人住宅建設が主な工事内容であっ

た。沖代地区条里跡の条里区割は東部と南部に残されているが、それ以外の水田は宅地化が進行して

いる。次に照会件数が多い遺跡は中津城下町遺跡である。これまで同様、古い住宅の建替え、集合住

宅の建設が目を引く。

　工事は全体的に個人住宅の建設を目的とするものが大半を占める。大規模宅地分譲は少数認められ

るものの、主体は小規模宅地分譲に移りつつある。太陽光発電関連施設の建設は郊外や山間部を中心

として大規模に行われている。

　以下、補助を受け調査を実施した８遺跡 10調査区について報告する。

第２図　試掘確認調査位置図（Ｓ＝1/50,000）



4

(1) 沖代地区条里跡

　　① 45 次調査

　平成 29年 2月 21日、中津市大字永添字市木 229番 2外にて集合住宅建設に伴う文化財保護法 93

条 1項の届出が提出された。建築面積は約 266㎡で、深さ 0.75 ｍの位置に基礎コンクリートを施工

するものであった。平成 29年 4月 4日に確認調査を行い、トレンチ３本を設定し遺構・遺物の有無

の確認をおこなった。現地表から 40cm～ 60cmの深さの基盤層 (明灰色粘質土～明黄褐色弱粘質土 )

で遺構検出をし、溝状遺構約 10条とピット数基を確認し、時期不明の土師器が出土した。このため、

建物建築部分を中心に本調査を実施することとなった。

　　②金手地区

　平成 29年 5月 23日、中津市大字金手字平ツ丸 10番 13にて店舗兼住宅建設に伴う化財保護法 93

条第1項の届出が提出された。建築面積は約250㎡で、深さ1.25ｍの地盤改良を施工するものである。

確認調査は平成 29年 6月 20日にトレンチ１本を設定し、遺構・遺物の有無の確認をおこなった。現

表土下の造成土・旧表土等を 1.5 ｍ～ 1.7 ｍ掘削して灰茶色弱粘質土の基盤層に達したが、明確な遺

構は確認されなかった。

第３図　沖代地区条里跡45次調査区位置図
（S=1/2,500）

調査区

１トレンチ

第４図　沖代地区条里跡金手地区調査区位置図
（S=1/2,500）

写真１　沖代地区条里跡45次トレンチ（北から）

写真２　金手地区トレンチ（東から）

　平成29年7月27日、中津市沖代町1丁目443番地1外

における、宅地造成に伴う埋蔵文化財保護法第93条第

1項の届出が提出された。約2337㎡を分譲し、宅地を9

棟、道路を3本建設するものであった。

　平成29年8月9日、道路部分に3箇所、宅地部分に1箇

所トレンチを設定し、遺構・遺物の有無を確認した。

調査地の基本層序は①・②層表土・耕作土（層厚10～

20㎝）、③層暗灰黄色粘質土（5～10㎝）、④層クロ

ボク（0～10㎝）、地山であり、水田層は確認できな

かった。遺構は2トレンチで溝状遺構２条、3トレンチで土坑1基（風倒木か）、柱穴1基を検出した。埋土は全

てⅣ層であったが、遺構深度が浅く不明瞭であったため、写真撮影・簡易測量を行い調査を終了した。

　なお、遺物は出土していない。

調査区 

１トレンチ

２トレンチ

３トレンチ

４トレンチ

第 5 図　沖代地区条里跡 46 次調査区位置図

（1）沖代地区条里跡③

第 6 図　沖代地区条里跡 46 次トレンチ配置図（S=1/500)

写真 3　沖代地区条里跡 46 次 3 トレンチ ( 西から ) 写真 5　沖代地区条里跡 46 次 3 トレンチ土層

写真 4　沖代地区条里跡 46 次 2 トレンチ（北から）

00 10m10m
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　平成29年7月27日、中津市沖代町1丁目443番地1外

における、宅地造成に伴う埋蔵文化財保護法第93条第

1項の届出が提出された。約2337㎡を分譲し、宅地を9

棟、道路を3本建設するものであった。

　平成29年8月9日、道路部分に3箇所、宅地部分に1箇

所トレンチを設定し、遺構・遺物の有無を確認した。

調査地の基本層序は①・②層表土・耕作土（層厚10～

20㎝）、③層暗灰黄色粘質土（5～10㎝）、④層クロ

ボク（0～10㎝）、地山であり、水田層は確認できな

かった。遺構は2トレンチで溝状遺構２条、3トレンチで土坑1基（風倒木か）、柱穴1基を検出した。埋土は全

てⅣ層であったが、遺構深度が浅く不明瞭であったため、写真撮影・簡易測量を行い調査を終了した。

　なお、遺物は出土していない。

調査区 

１トレンチ

２トレンチ

３トレンチ

４トレンチ

第 5 図　沖代地区条里跡 46 次調査区位置図

（1）沖代地区条里跡③

第 6 図　沖代地区条里跡 46 次トレンチ配置図（S=1/500)

写真 3　沖代地区条里跡 46 次 3 トレンチ ( 西から ) 写真 5　沖代地区条里跡 46 次 3 トレンチ土層

写真 4　沖代地区条里跡 46 次 2 トレンチ（北から）
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(2) 中津城下町遺跡

　①新魚町 1899

　平成 29年 2月 24日、中津市字新魚町 1899 番にて個人住宅建設に伴う文化財保護法 93条 1項の

届出が提出された。建築面積は約 90㎡で、深さ 1.25 ｍ地盤改良を施工するものである。平成 29年

4月 13日に確認調査を行い、住宅建築予定地にトレンチ１本を設定した。深さ 90cm前後で基盤層で

ある黄灰色砂質土層に近代以降の土坑 2基が検出されたが、近世の城下町に関わる遺構・遺物は確認

されなかった。

　② 36 次調査

　平成 29年 4月 14 日、中津市 563-1 番付近外にて市道改良に伴う文化財保護法 94条第 1項の通

知が提出された。今年度の工事は延長約 57ｍで、幅 4.5 ｍの植樹帯・自転車歩行者道を設置するもの

である。平成 29年 5月 10日に確認調査を行い、２本のトレンチを設定し遺構・遺物の有無の確認を

おこなった。深さ 70cm前後で基盤層 ( 明黄褐色砂層 ) に達し、土坑・ピット等約 15基を検出した。

このため、工事対象部分について本調査を実施することとなった。

第7図　新魚町調査区位置図
（S=1/2,500）

調査区

１トレンチ

第５図　中津城下町遺跡36次調査区位置図
（S=1/2,500）

写真6　新魚町トレンチ（南西から）

写真7　中津城下町遺跡36次トレンチ（北から）

　平成 29 年 6 月 22 日、中津市三光原口字后ノ池

702 番 1 における保育施設建設に伴う文化財保護法

第 93 条第 1 項の届出が提出された。

　建築面積は約 283 ㎡、深度最大 8.5m まで柱状改

良を施工するものであった。

　平成 29 年 6 月 27、29 日、建設予定地内にトレン

チを設定し、遺構・遺物の有無を確認した。1 トレン

チ a・b の基本層序は①層黒褐色砂質土（表土：層厚

20 ㎝）、②層黒褐色粘質土（クロボク：10 ～ 20 ㎝）、

黄褐色土（地山）である。2 トレンチでは①層黒褐色砂質土（表土：30cm）、②層黒褐色粘質土（クロボク a:60 ㎝）、

③層黒褐色粘質土（クロボク b：50 ㎝）、地山となっており、南側から北の谷部へとゆるやかに傾斜する。　

遺構は両トレンチで柱穴 48 基、風倒木痕 2 箇所検を出した。柱穴は 15 基を半截したが掘り方が不明瞭なも

のが多く、柱痕及び遺物の発見には至らなかった。また掘り方が明瞭な柱穴数基はⅡ層上部から切り込んでい

たため比較的新しい時期のものと判断し、写真撮影・簡易測量を行い調査を終了した。なお平成 9、10 年に隣

接地にて確認調査を実施したが、遺構・遺物の発見には至っていない。

遺構名 埋土 深度 (cm) 遺物 備考 
pit1 Ⅱ層 10 なし
pit2 Ⅲ層類似 20 なし
pit3 Ⅱ層 10 なし 植物痕 
pit4 Ⅱ層 40 なし
pit5 Ⅲ層類似 56 なし 表土から切り込む 
pit6 Ⅱ層 30 なし 植物痕 
pit7 Ⅱ層 30 なし 風倒木を切る。植物痕 
pit8 Ⅱ層 16 なし 風倒木を切る。植物痕 
pit9 Ⅱ層 36 なし
pit10 表土類似 70 なし Ⅱ層上部から切り込む 
pit11 Ⅱ層 30 なし 地山ブロック（φ4cm) が少量混じる 
pit12 Ⅱ層 20 なし 地山ブロック（φ1cm) が少量混じる 
pit13 Ⅲ層類似 16 なし 地山ブロック（φ1cm) が少量混じる 
pit14 Ⅱ層 40 なし
pit15 Ⅲ層類似 38 なし 表土から切り込む

（3）原口遺跡

第9図　原口遺跡調査区位置図

第10図　原口遺跡トレンチ配置図 (s=1/200)

表1　原口遺跡遺構観察表

調査区

1トレンチ

2トレンチ

1

2
3

4
5

6

78
9

10
11

1213

14

15

a

b

10m0

1:200
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　平成 29 年 6 月 22 日、中津市三光原口字后ノ池

702 番 1 における保育施設建設に伴う文化財保護法

第 93 条第 1 項の届出が提出された。

　建築面積は約 283 ㎡、深度最大 8.5m まで柱状改

良を施工するものであった。

　平成 29 年 6 月 27、29 日、建設予定地内にトレン

チを設定し、遺構・遺物の有無を確認した。1 トレン

チ a・b の基本層序は①層黒褐色砂質土（表土：層厚

20 ㎝）、②層黒褐色粘質土（クロボク：10 ～ 20 ㎝）、

黄褐色土（地山）である。2 トレンチでは①層黒褐色砂質土（表土：30cm）、②層黒褐色粘質土（クロボク a:60 ㎝）、

③層黒褐色粘質土（クロボク b：50 ㎝）、地山となっており、南側から北の谷部へとゆるやかに傾斜する。　

遺構は両トレンチで柱穴 48 基、風倒木痕 2 箇所検を出した。柱穴は 15 基を半截したが掘り方が不明瞭なも

のが多く、柱痕及び遺物の発見には至らなかった。また掘り方が明瞭な柱穴数基はⅡ層上部から切り込んでい

たため比較的新しい時期のものと判断し、写真撮影・簡易測量を行い調査を終了した。なお平成 9、10 年に隣

接地にて確認調査を実施したが、遺構・遺物の発見には至っていない。

遺構名 埋土 深度 (cm) 遺物 備考 
pit1 Ⅱ層 10 なし
pit2 Ⅲ層類似 20 なし
pit3 Ⅱ層 10 なし 植物痕 
pit4 Ⅱ層 40 なし
pit5 Ⅲ層類似 56 なし 表土から切り込む 
pit6 Ⅱ層 30 なし 植物痕 
pit7 Ⅱ層 30 なし 風倒木を切る。植物痕 
pit8 Ⅱ層 16 なし 風倒木を切る。植物痕 
pit9 Ⅱ層 36 なし
pit10 表土類似 70 なし Ⅱ層上部から切り込む 
pit11 Ⅱ層 30 なし 地山ブロック（φ4cm) が少量混じる 
pit12 Ⅱ層 20 なし 地山ブロック（φ1cm) が少量混じる 
pit13 Ⅲ層類似 16 なし 地山ブロック（φ1cm) が少量混じる 
pit14 Ⅱ層 40 なし
pit15 Ⅲ層類似 38 なし 表土から切り込む

（3）原口遺跡

第9図　原口遺跡調査区位置図

第10図　原口遺跡トレンチ配置図 (s=1/200)
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写真 13　原口遺跡 pit10（北から）

写真 12　原口遺跡 2 トレンチ北側　東壁

写真 8　原口遺跡 1 トレンチ a（西から） 写真 10　原口遺跡 2 トレンチ（南から）

写真 11 原口遺跡ｐit5（西から）

写真 9　原口遺跡 1 トレンチ b（東から）
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写真 13　原口遺跡 pit10（北から）

写真 12　原口遺跡 2 トレンチ北側　東壁

写真 8　原口遺跡 1 トレンチ a（西から） 写真 10　原口遺跡 2 トレンチ（南から）

写真 11 原口遺跡ｐit5（西から）

写真 9　原口遺跡 1 トレンチ b（東から）

 (4) 柳ヶ迫池東遺跡・勘助野地遺跡

　平成 29年 6月 12日、中津市大字相原 2865-19 外における、太陽光発電所設置に伴う文化財保護

法 93条第 1項の届出が提出された。約 18,000㎡に太陽光パネルを設置するものである。

　平成 29年 7月 18日・8月 28日、発電施設が設置される範囲を中心に計 18本のトレンチを設定し、

遺構の有無を確認した。調査の結果、1・2・5～ 11、14～ 18トレンチにて柱穴状遺構・土坑を確認した。

遺構密度は 2・5トレンチで比較的高く、それ以外のトレンチでは低い。遺物は 5・6トレンチにて包

含層中から出土し、14トレンチではＰ 1から小片 1点が出土した。

　太陽光パネル基礎杭は、直径 10cm、深さ約 1.5mのスクリュー杭で、これを約 5,200㎡のパネル

設置範囲に合計 12㎡打ち込むものである。地下への影響は全体の 0.2％と低く、杭が遺構に影響を与

える可能性は低いと考えた。杭を抜く際もネジを逆回転するように引き抜くタイプのもので、撤去の

際の遺構への影響度も低く、本調査の必要はないと判断した。

第11図　柳ヶ迫池東遺跡・勘助野地遺跡調査区位置図

写真14　柳ヶ迫池東遺跡・勘助野地遺跡
11トレンチ遺構検出状況

写真15　柳ヶ迫池東遺跡・勘助野地遺跡
17トレンチ土坑半裁

写真16　柳ヶ迫池東遺跡・勘助野地遺跡
18トレンチ東壁

写真17　柳ヶ迫池東遺跡・勘助野地遺跡
２トレンチ作業風景

調査区
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 (5) 田代遺跡

　平成 29年 4月 19日、中津市大字犬丸 1632 番地 1外にて農業用水路改良に伴う文化財保護法 94

条第 1項の通知が提出された。今年度の工事は延長約 206ｍで、調査対象地は水路に並行して敷設さ

れる幅 3ｍの工事用道路部分である。確認調査は平成 29年 10月 3日から 10月 5日までで、西から

東に向かって４本のトレンチを設定し、遺構・遺物の確認をおこなった。基本層序は①層：表土層（厚

さ 20～ 30cm、暗灰褐色砂質土層）、②層：自然堆積土層（厚さ 25～ 45cm、クロボク土層、黒色弱

粘質土層）で、その直下が基盤層（暗黄灰色弱粘質土層）となる。主な遺構は１トレンチで確認し土

坑１基のみで、他は近代以降と考えられる溝状の小遺構１条とピット数基である。このうち、土坑か

らは古墳時代の所産と考えられる須恵器や土師器（飯蛸壷）が出土している。

　なお、確認したすべての遺構は今回の調査時に掘削が終了し、必要に応じて図面・写真による記録

保存を行った。

第13図　田代遺跡調査区位置図（S=1/2,500）

写真19　田代遺跡
1トレンチ土坑（南から）

写真20　田代遺跡
3トレンチ（東から）

写真21　田代遺跡
4トレンチ（西から）

写真18　田代遺跡1トレンチ（東から）

１トレ ２トレ
３トレ

４トレ
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(6) 三口遺跡

　平成 28年 12月 2日、中津市大字相原字万五郎 3303 番外にて店舗建設に伴う文化財保護法 93条

第 1項の届出が提出された。開発面積は約 6,188㎡で、建築面積は 2,183㎡で、現況地盤から 1.0 ｍ

の深さに建物の基礎コンクリートを打設するものである。確認調査は平成 29年 6月 5日に実施し、

５本のトレンチを設定し遺構・遺物の有無の確認をおこなった。深さ 1.0 ｍ前後で基盤層 ( 明黄灰色

弱粘質土層 )に達し、大溝や柱穴列・集石遺構を検出し、弥生土器・土師器・須恵器などの遺物を出土

した。このため、建物建築部分を中心に本調査を実施することとなった。

(7)  定留遺跡

　平成 29年 6月 8日、中津市大字定留 256-1 外にて市道拡幅に伴う文化財保護法 94条第 1項の通

知が提出された。今年度の工事は延長約 105ｍで、側溝を含めた幅員 6.0 ｍの道路を整備するもので

ある。試掘調査は 6月 16日に工事予定地内に３本のトレンチを設定して、遺構・遺物の有無の確認を

おこなった。深さ20cm～40cmで基盤層(茶褐色弱粘質土層)に達し、大型土坑1基・不整形土坑1基・

ピット数基などを検出した。このため遺構の集中部分について本調査を実施することとなった。

第14図　三口遺跡調査区位置図（S=1/2,500）

Ｃ区

Ａ区

Ａ区

Ｂ区

Ｂ区

第15図　定留遺跡調査区位置図（S=1/2,500）

写真22　三口遺跡Ｃトレンチ（北から）

写真23　定留遺跡トレンチ（東から）
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第３章　中近世城館確認調査（５）

１．今年度の調査概要
　平成 25年度から国庫補助を受け市内の城館の確認調査を行っている。県内の中近世城館の確認調査

は大分県教育委員会が平成 7年度～ 15年度まで既に実施している（以下、県調査）。調査が手薄であっ

た旧下毛郡部を中心に市内全域の詳細不明城館の探索及び既知の城館の再確認を行い、開発への備え

や重要城館の指定などを目指すことを目的に本事業は進められている。

２．調査の経過
　事業開始から 4年目を迎えた今年度は 5月と 10月に中津市城館総合調査委員会を開催した。

第16図　中近世城館報告箇所位置図（Ｓ＝1/200,000）
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　今年度 1月末までに行った確認調査（踏査）は 34箇所。この内、遺構の可能性のある地形を確認

した耶馬溪町大字大野地区、山国町守実地区、大字中原地区、耶馬溪町大字山移地区、大字永添地区、

山国町大字中摩地区の報告を以下に行う。

①耶馬溪町大字大野地区

　平成 29年 5月 26日、耶馬溪町大字大野字城ヶ平の踏査を行った。地元では「城ヶ平」は「じょう

ごひら」と呼称され、美しい山容から「津民富士」とも呼ばれている。県道から最高所へ 45分で到着

する。最高所は特に手が加えられていない尾根で、北側に幅 4m、長さ 8m程度の堀切を 1本確認した。

その北側は緩やかな尾根で人工的な平坦面はない。さらに北には人口的な造成であるのか不明確な 2

段程度の平場があった。最高所の東にも小曲輪が存在している。登山ルート麓の大森家墓地には室町

時代前半期と推定される一石五輪塔が像立されていた。

②山国町守実地区

　平成 29年 6月 5日、山国町守実の狩宿地区の踏査を行った。当地区の字伊勢山に遺構があること

を調査委員の中村修身委員長から報告を受けてのものである。弁才天が祭られている伊勢山丘陵東先

端部に平場が見られる。その西には上端幅 8m、下端幅 2m程度の堀切状の地形が、南東斜面には小平

場が３つ認められた。参道の鉄製階段を下ると麓に戦国期と見られる宝篋印塔の笠、基礎残欠が置か

れている。『正任記』文明 10（1478）年 9月 25日記（山口県史史料編中世所収）には「山国溝部郷

狩宿城」と認められることから、本城郭はこの文書に記載のある「狩宿城」である可能性もある。

第17図　耶馬溪町大字大野字城ヶ平位置図

第18図　山国町守実字伊勢山位置図

写真24　字城ヶ平堀切

写真25　字伊勢山堀切状の地形
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③大字中原地区

　平成 29年 8月 17日、中原字上屋敷・中屋敷の踏査を行った。両字に土塁の残欠が認められ、字中

屋敷の太陽光発電施設周辺は比較的残りが良い。発電施設西側は幅４ｍ、深さ 1.5 ～ 2m程度の堀跡

が残る①。周辺には方形区画も認められた。

④耶馬溪町大字山移地区

　平成 30年 1月 19日、耶馬溪町大字山移字鷹丸地区の踏査を行った。この地は「鷹丸城跡」が周知

されているが、県調査において詳細不明とされていた城跡である。大分市の城郭愛好家から鷹丸城跡

推定地に遺構が認められるとの情報とその略図がもたらされ、それを元に現地を確認した。

　標高 380 ｍ程度の最高所に主郭がある。主郭は細尾根を人工的に加工しており、若干の起伏が認め

られる。主郭北に一段、西に一段小曲輪がある。北の曲輪は東側に削り残しの土塁状の高まりがある。

その曲輪から北に落ちる尾根に馬蹄形状の堀切が 2条認められる。東斜面には良好に遺存する畝状竪

堀が 8本構築されていた。主郭南にも小規模な曲輪がある。それをさらに進むと高さ 50cmほどの段

差のある箇所があり、ここが城の南限と考えられる。

11

第19図　大字中原字上屋敷地区位置図

第20図　耶馬溪町大字山移字鷹丸位置図

写真26　字上屋敷横堀

写真27　字鷹丸畝状堅堀
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⑤大字永添地区

　平成 30年 1月 25日、明治 21年の地目色分け図に土塁状の区画が認められる大字永添小字中尾前

周辺の踏査を実施した。西側の小字中尾前周辺が踏査範囲の最高所であり、県道万田四日市線から入っ

た左手の小字外屋敷に土塁①がある。一部良好に遺存し、土師質土器を含むため土塁と思われる。そ

こから南へ進むと、小字玉迫の屋敷北側に土塁残欠②があり、最も南にも土塁残欠③がある。西側の

谷を越えた地点の小字中尾屋敷には里道の細道横に土塁④が構築されている。北へ進むと土塁と水路

（堀）がセットをなす箇所⑤ある。最高所の中尾前周辺に中心施設が存在したのであろうか。

⑥山国町中摩地区

　平成 30年 1月 29日、山国町中摩字鳶ヶ城・字横道を踏査した。鳶ヶ城は、谷を挟んで向かいにあ

る一ツ戸城と至近距離にあり、一ツ戸城の出城として地元では認識されている。踏査の結果、字鳶ヶ

城の尾根突端に遺構は確認できなかった。しかし、現在は樹木が林立し眺望が効かないものの、一ツ

戸城だけではなく山国町方面も望むことのできる良地であった。突端にたどり着く手前のピークに帯

曲輪状の地形があるが判然としない。むしろ、中摩下公民館横の林道から登りついた字横道の尾根に

切岸や堀切状の地形があるため、こちらの方が遺構の可能性が高いのかもしれない。

11

22

55

44

33

第21図　大字永添字中尾前他位置図

第22図　山国町大字中摩字鳶ヶ城他位置図

写真28　字中尾前土塁

写真29　字横道堀切状の地形

字鳶ヶ城

字横道
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第４章　長者屋敷官衙遺跡

１．これまでの調査のまとめ
遺跡の立地

　中津市の南東部は下毛原台地と呼ばれる洪積台地となっている。洪積台地上には、南西から北東方

向に多数の小規模な谷地形が発達しており、台地上は起伏の多い地形となっている。長者屋敷官衙遺

跡の立地もこうした地形を利用し、遺跡の東側と西側は一段低い谷地形となっている。律令の倉庫令

に定められた「倉は、みな高く乾燥した処に於くこと。周囲に池渠を開くこと。」という条件を満たす

土地を選定したと考えられる。

これまでの調査歴（第１図、表１）

　平成７年度から 13次にわたる調査の結果、全体形が分かる建物で総柱建物 10棟、側柱建物６棟が

見つかっている。このうち、３、４、10、16号建物以外は少なくとも１度は同位置で建替えが行われ

ている。総柱建物の 13号建物は礎石建ち建物で、掘立柱建物→掘立柱建物→礎石建物と２度の建替え

が行われている。

表２　長者屋敷官衙遺跡調査歴

次 年度 面積（㎡） 主な遺構　 調査区

１ 平成７年度 8,000 ＳＢ - １～ 11、区画施設（溝状・柵状） １区

２ 平成８年度 5,000 南限の溝 ２区

３ 平成 12年度 3,300 不整形大型土坑 ３区

４ 平成 19年度 500 ＳＢ - ５の続き、ＳＢ -12 ４区

５ 平成 20年度 350 ＳＢ -13（礎石建物）、14、北限の溝、
東限の溝 ５・６区

６ 平成 21年度 1,280 北限の溝の続き ７区

７ 平成 22年度 85.5 中世遺構 ８・９区

８ 平成 23年度 464 古代建物２棟 10区

９ 平成 24年度 1,600 古墳時代中期竪穴建物２軒 11・12区

10 平成 25年度 400 ＳＢ -15・16・17・18、区画施設（溝状） 13区

11 平成 26年度 230 南限の溝の続き 14区

12 平成 27年度 450 中世遺構 15区

13 平成 28年度 50 ＳＢ - ５、ＳＤ -34、ＳＢ -13 南溝、
ＳＡ -27 の再確認調査 申請地①～④

14 平成 29年度 50 ＳＡ -27 の再確認調査

２．平成 29 年度の調査結果（第 23 図　写真 30、31）
　平成 28年度調査では、それまで柵か柱列とされていたＳＡ -27 の北辺について調査を行い、西側に

２間かそれ以上展開する建物であったことが分かっている。調査では北から２つ目の柱掘り方を検出

したが、疑問が残る結果となっている。これまで正倉院で確認されている側柱建物の梁行は３間であ

るためである。２間から先は台地がカットされているために確認できなかった。今年度は南側を調査し、

規模を確定させる調査を行った。調査区をＳＡ -27 の一番南から２つ目に設定し西側に広げた。調査

の結果、これまでＳＡ -27 の南端の柱掘り方は別遺構で、２つ目の梁方向に連続する柱掘り方を確認
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した。しかし、西側に２間は確認できたが、その先は中世八並城跡の堀が掘られており確認できない

ため、委員会の意見を受けて、調査区を拡張して２間目の柱掘り方から北側に５㎡広げて柱掘り方が

連続するか否かを確認した。結果、柱掘り方は確認できなかった。このため、建物は桁行７間、梁行

２間以上であることが分かった。八並城跡の堀は史跡西側の道路部分にまで広がると考えられるため、

梁行は確定できない。その他、平成７年度調査の１区で検出している区画溝ＳＤ -39 の続きを確認し、

拡張部分でも延長が確認できた。

< 参考文献 >
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調査区全景（南から）



19

平成28年度
確認範囲

平成29年度
確認範囲

40m0

1:800

1区

4区
5区

6区

7区

8区

9区

12区

13区

16区
１トレンチ

２トレンチ

44

69

46

45

45

46

x=63000

x=62950

x=62900

x=63050

y=19000 y=19050 y=19100 y=19150

第23図　長者屋敷官衙遺跡　正倉院遺構分布図（Ｓ＝１/800）

１

２

３

４

９ｂ

10

８ｂ

７ｂ

６ｂ

５ｂ

12ｂ

15ｂ 16

17

18

13ｃ

14ｂ
21

22

23
24

2526

27

28

29
30

31

38

39

40

33

41
43

65

64

63

62

68

61

57 58

60

59

56
55

54
5337

40

11a

11b

504948 34

35

47
45

42

43

46

36

67

46

66

45

37

32



報　告　書　抄　録

書
ふ り が な

名 市
し

内
ない

遺
い

跡
せき

試
し

掘
くつ

確
かく

認
にん

調
ちょう

査
さ

　中
ちゅう

近
きん

世
せい

城
じょう

館
かん

確
かく

認
にん

調
ちょう

査
さ

（5） 長
ちょう

者
じゃ

屋
や

敷
しき

官
かん

衙
が

遺
い

跡
せき

　

副　 書　 名 市内遺跡発掘調査概報

巻 　 　 　 次 11

シ リ ー ズ 名 中津市文化財調査報告

シ リ ー ズ 番 号 第 86 集

編 著 者 名 浦井　直幸　丸山　利枝　衞藤　美紀　末永　弥義　

編 集 機 関 中津市教育委員会

所　 在　 地 〒 871-8501　大分県中津市豊田町 14 番地 3　　Tel:0979-22-1111

発 行 年 月 日 2018 年 3 月 31 日

所
ふ り が な

収遺跡名 所
ふ り が な

在 地 市町村
コード 遺跡番号 北緯 東経 調査期間 面積 調査原因

市
内
遺
跡
試
掘
確
認
調
査

沖
おき

代
だい

地
ち

区
く

条
じょう

里
り

跡
あと 大

おお

分
いた

県
けん

中
なか

津
つ

市
し

大
おお

字
あざ

永
なが

添
そえ

字
あざ

市
いち

木
ぎ

229 番
ばん

2 外
ほか 44203 203007

33°
57'
73"

131°
19'
38"

20160712 15 集合住宅建設

沖
おき

代
だい

地
ち

区
く

条
じょう

里
り

跡
あと 大

おお

分
いた

県
けん

中
なか

津
つ

市
し

大
おお

字
あざ

金
かな

手
て

字
あざ

平
ひら

ツ
つ

丸
まる

10 番
ばん

13
44203 203007

33°
58'
39"

131°
20'
44"

20170620 30 店舗建設

沖
おき

代
だい

地
ち

区
く

条
じょう

里
り

跡
あと 大

おお

分
いた

県
けん

中
なか

津
つ

市
し

沖
おき

代
だい

町
まち

1 丁
ちょう

目
め

443 番
ばん

1 外
ほか 44203 203034

33°
58'
72"

131°
20'
17"

20170809 118 宅地造成

中
なか

津
つ

城
じょう

下
か

町
まち

遺
い

跡
せき 大

おお

分
いた

県
けん

中
なか

津
つ

市
し

字
あざ

新
しん

魚
うお

町
まち

1899 番
ばん 44203 203002

33 ゜
60'　
25"

131゜
18'　
12"

20170424 16 個人住宅

中
なか

津
つ

城
じょう

下
か

町
まち

遺
い

跡
せき 大

おお

分
いた

県
けん

中
なか

津
つ

市
し

563 － 1 付
ふ

近
きん 44203 203002

33 ゜
60'　
70"

131゜
19'　
10"

20170911 17 市道拡幅

原
はる

口
ぐち

遺
い

跡
せき 大

おお

分
いた

県
けん

中
なか

津
つ

市
し

三
さん

光
こう

原
はる

口
ぐち

702 番
ばん

1
44203 203157

33°
54'
92"

131°
20'
03"

20170622 62 保育施設建設

柳
やなぎさこ

ヶ迫池
いけ

東
ひがし

遺
い

跡
せき

・
勘
かん

助
すけ

野
の

地
ち

遺
い

跡
せき

大
おお

分
いた

県
けん

中
なか

津
つ

市
し

大
おお

字
あざ

相
あい

原
はら

2865 － 19 外
ほか 44203 203066

203064
33°
35'
35"

131°
14'
11"

20170718
・

20170828
330 太陽光発電

施設設置

田
た

代
しろ

遺
い

跡
せき 大

おお

分
いた

県
けん

中
なか

津
つ

市
し

大
おお

字
あざ

犬
いぬ

丸
まる

1632 番
ばん

地
ち

1 外
ほか 44203 203145

33°
56'
94"

131°
24'
93"

20171003
～

20171005
32 農業用水路

改良

三
み

口
くち

遺
い

跡
せき 大

おお

分
いた

県
けん

中
なか

津
つ

市
し

大
おお

字
あざ

相
あい

原
はら

3360 － 3 外
ほか 44203 203041

33°
57'
00"

131°
18'
73"

20170605 144 店舗建設

定
さだ

留
のみ

遺
い

跡
せき 大

おお

分
いた

県
けん

中
なか

津
つ

市
し

大
おお

字
あざ

定
さだ

留
のみ

256 番
ばん

1
44203 203034

33°
34'
10"

131°
12'
24"

20170616 26 市道新設

中
近
世
城
館
調
査

耶
や

馬
ば

溪
けい

町
まち

大
おお

字
あざ

大
おお

野
の

地
ち

区
く

大
おお

分
いた

県
けん

中
なか

津
つ

市
し

耶
や

馬
ば

溪
けい

町
まち

大
おお

字
あざ

大
おお

野
の － －

33°
46'
82"

131°
09'
81"

20170526 － 確認調査

山
やま

国
くに

町
まち

守
もり

実
ざね

地
ち

区
く

大
おお

分
いた

県
けん

中
なか

津
つ

市
し

山
やま

国
くに

町
まち

守
もり

実
ざね

－ －
33°
40'
43"

131°
03'
37"

20170605 － 確認調査

大
おお

字
あざ

中
なか

原
ばる

地
ち

区
く

大
おお

分
いた

県
けん

中
なか

津
つ

市
し

大
おお

字
あざ

中
なか

原
ばる

－ －
33°°
57'
80"

131°
21'
77"

20170817 － 確認調査

鷹
たか

丸
まる

城
じょう

跡
あと 大

おお

分
いた

県
けん

中
なか

津
つ

市
し

耶
や

馬
ば

溪
けい

町
まち

大
おお

字
あざ

山
やま

移
うつり 44203 203257

33°
41'
47"

131°
14'
54"

20180119 － 確認調査

大
おお

字
あざ

永
なが

添
そえ

地
ち

区
く

大
おお

分
いた

県
けん

中
なか

津
つ

市
し

大
おお

字
あざ

永
なが

添
そえ

－ －
33°
57'
12"

131°
20'
38"

20180125 － 確認調査

山
やま

国
くに

町
まち

中
なか

摩
ま

地
ち

区
く

大
おお

分
いた

県
けん

中
なか

津
つ

市
し

山
やま

国
くに

町
まち

中
なか

摩
ま

－ －
33°
41'
91"

131°
07'
02"

20180129 － 確認調査



長
ちょう

者
じゃ

屋
や

敷
しき

官
かん

衙
が

遺
い

跡
せき 大

おお

分
いた

県
けん

中
なか

津
つ

市
し

大
おお

字
あざ

永
なが

添
そえ

1472
44203 203119

33 ゜
34'　
04"

131゜
12'　
17"

20180207
20180308 50 確認調査

所収遺跡名 種　　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

市
内
遺
跡
試
掘
確
認
調
査

沖
おき

代
だい

地
ち

区
く

条
じょう

里
り

跡
あと

条里 弥生･古墳･古
代･中世･近世 溝状遺構 弥生土器 複数の溝状遺構

沖
おき

代
だい

地
ち

区
く

条
じょう

里
り

跡
あと

条里 弥生･古墳･古
代･中世･近世 なし なし なし

沖
おき

代
だい

地
ち

区
く

条
じょう

里
り

跡
あと

条里 弥生･古墳･古
代･中世･近世 溝 ･ 土坑 なし なし

中
なか

津
つ

城
じょう

下
か

町
まち

遺
い

跡
せき

城下町 近世 なし なし なし

中
なか

津
つ

城
じょう

下
か

町
まち

遺
い

跡
せき

城下町 近世 土坑 ･ 柱穴 陶磁器 なし

原
はる

口
ぐち

遺
い

跡
せき

包蔵地 弥生 ･ 古墳 柱穴 なし 柱穴のプランは不
明瞭

柳
やなぎさこ

ヶ迫池
いけ

東
ひがし

遺
い

跡
せき

・
勘
かん

助
すけ

野
の

地
ち

遺
い

跡
せき 包蔵地 弥生 ･ 古墳／

縄文 ･ 古墳 包蔵地／墳墓 弥生土器 なし

田
た

代
しろ

遺
い

跡
せき

包蔵地 弥生 ･ 古墳 ･
中世 柱穴 ･ 土坑 須恵器 ･ 土師器 なし

三
み

口
くち

遺
い

跡
せき

集落 弥生 ･ 古墳 ･
古代 溝 ･ 土坑 須恵器 ･ 土師器 なし

定
さだ

留
のみ

遺
い

跡
せき

集落 ･ 館跡 弥生 ･ 古墳 ･
中世 柱穴 土師器 なし

中
近
世
城
館
調
査

耶
や

馬
ば

溪
けい

町
まち

大
おお

字
あざ

大
おお

野
の

地
ち

区
く － － 土塁 ･ 堀 なし 小字城ヶ平に堀切

あり

山
やま

国
くに

町
まち

守
もり

実
ざね

地
ち

区
く

－ － 堀切 なし 小字伊勢山に遺構
あり

大
おお

字
あざ

中
なか

原
ばる

地
ち

区
く

－ － 横堀 なし 小字上屋敷 ･ 中屋
敷に遺構あり

鷹
たか

丸
まる

城
じょう

跡
あと

城館跡 中世 畝状竪堀 ･ 堀切 なし 畝状竪堀 8 本を確
認

大
おお

字
あざ

永
なが

添
そえ

地
ち

区
く

－ － 土塁 ･ 堀 なし 小字中尾前 ･ 中尾
屋敷に遺構あり

山
やま

国
くに

町
まち

中
なか

摩
ま

地
ち

区
く 城館跡 中世 横堀 なし 小字横道に遺構状

の地形あり

長
ちょう

者
じゃ

屋
や

敷
しき

官
かん

衙
が

遺
い

跡
せき

官衙跡 古代 側柱建物区画溝 土師器 SA-27 の規模確認

要 約 上池永遺跡で複数の柱穴を検出した。三口遺跡では柱穴・溝状遺構を検出した。中近世城館
調査は複数の箇所で、土塁や堀跡を新たに確認した。



市内遺跡試掘確認調査
中近世城館確認調査 (5)

長者屋敷官衙遺跡
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